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１．

２． 所在地

名　称 延床面積

本社工場 518.39㎡ 今回の認証対象

３． 環境管理責任者、事務担当者の氏名及び連絡先

４． 事業の概要

５． 事業規模

項　目

売上高

６． 事業年度

７．

８．

1

対象組織；本社工場

１、組織の概要

従業員数

所　在　地

　静岡県沼津市西沢田209

株式会社　栄和製作所
代表取締役　　鈴木　幸敏

事業者名及び代表者名

備　考

環境管理責任者　　　鎮守　則人
事務担当者　　　　　　鈴木　郁

TEL      　055-927-3270
E-mail     me-eiwa@ca.thn.ne.jp

機械設計・製図、機械部品（金属等）加工、機械装置組立

　毎年　7月１日～翌年6月３0日

　2億7832万円

　　15名

レポートの対象期間及び発行日

内　　　　　容

対象範囲（認証・登録範囲）

活動；機械設計・製図、機械部品（金属等）加工、機械装置組立

環境経営レポートの対象期間

環境経営レポートの発行日2023年8月15日

2022年7月１日～2023年6月30日



１．

１）

２）

３）

４）

２．

３．

5）技能だけでなく、環境への意識の向上に努めます。

４． 環境経営の継続的改善

環境に配慮した製造活動を中心に環境経営の継続的改善を行います。

５． 環境コミニュケーションの実施
１）

２）

制定年月日
改定年月日

株式会社　 栄和製作所

代表取締役　鈴木　幸敏 　　

2

社内においては、全従業員に環境方針を周知し、全社員参画による取組を目指します。

2017年10月1日

環境に配慮した製造活動

３）品質クレーム・発注ミス低減活動によるムダの削減に努めます。

４）技術継承を行い、持続可能な生産体制を目指します。

２）グリーン購入の推進し、効率の良い設備への改善・保全を行っていきます。

１）環境への負荷が低い機械部品作りを推進します。

環境経営レポートを公開し、社会とのより良いコミニュケーションを図って行きます。

地球への負荷削減に努めます

環境関連法規制を遵守します。

エネルギー使用量の削減に努めます。

廃棄物の削減、適正管理に努めます。

化学物質の使用量低減・適正使用に努めます。

節水活動による水使用量の削減に努めます。

2021年6月1日

環境関連法規制等の遵守

２、環境経営方針

「環境に配慮した持続可能な企業活動」

[基本方針]

株式会社 栄和製作所　環境経営方針

[環境理念]

　当社は環境理念に基づき、以下の基本方針を定め、継続的な環境経営を展開します。



①
②
③
④
⑤
⑥ 経営課題とチャンスの明確化

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨

①
②
③
④

①
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(責任者）
旋盤加工部

鈴木　幸敏

環境管理責任者

石和　剛

鎮守　則人
2020年6月1日

３、実施体制

対象範囲：本社組織

庶務・経理部

代表取締役

フライス加工部

（取締役）
鎮守　則人

環境管理責任者の任命
実施体制の構築と見直し

環境経営システム全般の運用・管理
環境経営目標及び環境経営活動計画の作成

作成日
作成者

（責任者）

鈴木　郁

(責任者）

小松　充佳

環境負荷データ等の集計
環境経営目標・環境経営活動計画の進行管理

部門の問題点把握と是正対策の実施
部門取組状況の環境管理責任者への報告

「環境負荷」及び「環境への取組」の自己チェックの実施

＜関係者の権限と役割＞

社長
環境経営方針の策定
環境経営に必要な資源の準備
環境経営システム全体の評価と見直し

部門の従業員教育

自分の役割を守りエコアクション21活動を実施する

環境管理責任者

各部門長

従業員

法規制の遵守状況チェック
文書・記録の管理

部門の環境経営活動計画の実施

取組状況の社長への報告
環境経営レポートの作成



エコアクション21登録年度である2017年度からの環境目標の結果を下記に記す。

4

4、過去データ比較
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EA21取り組みによって、低減で来て

いるが、今後は、大幅な低減は難し

くなっていくと思われる。
業務受注量によって、定時間外の
稼働が増えると、大幅に増加するた
め、工程管理を行うことで、増加を
確実に抑えることを意識していく。

2018年度よりPRTR制度対象物
を含まない「ネオエタノール」に
切り替えたことにより、大幅に化
学物質を低減できた。
昨年度、在庫をすべて使用し、
新規購入を禁止したことで、本年
度、使用量ゼロを達成すること
ができた。

PRTR制度対象物を含まない洗
浄剤については、何点かサンプ
ルを取り寄せ、業務効率が落ち
ない対策も行っている
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エコアクション取り組みスタート時
は、5S推進のため、不用品や無
駄な在庫を処分したため、有価
物が多い年度となった。

2019年より、ステンレスやアルミ
の鉄混りが増え、もらえる金額が
低減してしまっている現状がある。

近年は、金属価格の高騰による
影響もあり、もらえる金額が増加
している。

分別を徹底することで、環境負荷
だけでなく、経営面にも好影響を
もたらすことを周知徹底したいと
考えている。

有価物（金属くず）

重量

もらえる金額



基準年度

目標削減率 目標値

㎏-CO2 26,493 -1.5% 26,096

kWh 30,379 -1.5% 29,923

L 3,771 -1.5% 3,714

L 1,253 -1.5% 1,234

L 779 -1.5% 767.3

㎥ 15.2 -1.5% 15.0

産業廃棄物 kg 10799.0 -1.5% 10,637.0

一般廃棄物 kg 309.0 -1.5% 304.4

㎥ 148 -1.5% 145.8

kg 7.13 -1.5% 7.0

件 5 現状維持 5

件 19 -1.5% 18

件 5 -1.5% 5

＜備考＞

1．

2．

3． 本年度より、「環境製品に配慮した製品提案」を「環境に配慮した社内改善」に変更した。

基準年度

2019年度（実績） 2020年度 2021年度 2022年度

㎏-CO2 26,493 -0.5％ -1％ -1.5％

電力 kWh 30,379 -0.5％ -1％ -1.5％

ガソリン L 3,771 -0.5％ -1％ -1.5％

軽油 L 1,253 -0.5％ -1％ -1.5％

灯油 L 779 -0.5％ -1％ -1.5％

都市ガス ㎥ 15 -0.5％ -1％ -1.5％

産業廃棄物 t 10,799 -0.5％ -1％ -1.5％

一般廃棄物 kg 309 -0.5％ -1％ -1.5％

㎥ 148 -0.5％ -1％ -1.5％

kg 7 -0.5％ -1％ -1.5％

件 5 5 5 5

件 19 -0.5％ -1％ -1.5％

件 5 5 5 5

＜備考＞

１．

２．

３．

5

品質クレーム

品質クレーム

水使用量

電力

項目

運用期間

軽油

2019年度

化学物質使用量

品質クレームに関しては、低減できているので、当面は、増加しないことを目標に活動していく。

環境製品に配慮した製品提案に関しては、年5件の提案を目標に継続していく計画である。

「購入電力」の二酸化炭素排出係数は、日本テクノ（2018年度）調整後排出係数の「0.411㎏-CO2/kWh」を使用した。

品質クレームに関しては、低減できているので、増加しないことを目標に活動していく。

二酸化炭素排出量

化学物質使用量

水使用量

廃棄物排出
量

環境に配慮した社内改善

内訳

５、環境経営目標

単位

単位

ガソリン

廃棄物排出
量

2022年7月１日～2023年6月30日

項目

発注ミス

１．運用期間の環境目標 2022年7月１日～2023年6月30日

発注ミス

「購入電力」の二酸化炭素排出係数は、日本テクノ（2018年度）調整後排出係数の「0.411㎏-CO2/kWh」を使用した。

内訳

二酸化炭素排出量

灯油

２．短期・中期の環境目標

環境目標は、2019年度を基準年とした基準年比で示す。

環境に配慮した社内改善

都市ガス

削減率等



1 事務所 掲示板 専務 毎回

トラック 専務

ダイナバン 専務

軽トラック 依田

エブリィ 依田

XV 社長

CH-R 鈴木郁

事務所 エアコン 鈴木郁

食堂 エアコン 小澤

2 事務所 エアコン 鈴木郁 -

3 工場 検討中 社長、鎮守 -

1 事務所 DM表示器 鎮守 -

2 全体 - 鈴木（宏） 毎日

3 工場 配管、ノズル 小松 適宜

1 工場 水道、溶接機 内田 週1回（金曜日）チェック表

2 工場 - 鎮守 毎回

1 全体 - 鎮守 週1回（金曜日）チェック表

事務所 動線箇所 鎮守

工場 動線箇所 鈴木（貴）

3 工場 仕掛棚 石和 週2回

4 全体 - 全員 適宜　購入依頼表にて手配

1 事務所 - 鈴木郁 適宜

2 事務所 - 鎮守 月1回　チェック表

1 工場 材料置き場 森野、相磯 月1回

2 工場 完了品棚下 依田 週1回（金曜日）チェック表

3 工場 工場裏 鈴木（貴） 週1回（金曜日）チェック表

1 工場 工場裏 松尾 週1回（金曜日）チェック表

2 工場 工場裏 鎮守 月1回　チェック表

3 工場 工場裏 鎮守 月1回

4 工場 工場裏 鎮守 月1回

5 工場 - 鎮守 月1回

1 工場 - 専務 毎回　チェック表

2 工場 - 大川、鎮守 月1回

3 事務所 - 鈴木郁 適宜

1 事務所 - 社長、専務、鎮守 毎回　チェック表

2 事務所 - 社長、専務、鎮守 週1回（金曜日）チェック表

1 事務所 - 鈴木郁 毎回

1 全体 全体 全員 -

1 - - 鎮守 年1回

2 - - 鎮守 掲示板作成、適宜管理

6

上記活動の文書化のためのチェック書類作成

エコアクション掲示板の作成、管理

使用化学物質の使用量の把握、保管状態のチェック

コピー用紙の両面使用、メモ用紙への再利用

有価物の分別、適正管理

グリーン購入対応製品の購入

発注ミス管理

点検　月1回 チェック
表   洗車　適宜
不具合チェック　適宜

年2回　チェック表

週2回

測定工具、切削工具、その他工具の管理（見える化）G 品質クレーム

社用車の点検（整理、整頓、窓ふき）
洗車、不具合箇所チェック

2

E リサイクルの推進

F 環境負荷物質の削減

c
電
力

作成

実施期間

K エコアクション21管理

設定温度を下げない工夫（扇風機など）

消耗部品、設備破損個所チェック

サーバー管理（フリーズ対策、バックアップ管理）

工場内温度の上昇防止対策

デマンドコントロールの監視、目標設定チェック

天井照明の不要箇所、未使用設備の電源OFF

産廃・一般廃棄物の管理

６、環境経営計画

コンプレッサー、配管のエア漏れチェック

5Sの継続実施

油、化学物質の適正廃棄

クレーム件数（加工ミス、キズなど）の現状把握

検査チェック図面の保存、管理

2022年7月1日

2022年7月１日～2023年6月30日

行き先の共有（掲示板に行先を記載）
行き先掲示板の管理

チェック

J 環境に配慮した社内改善 環境改善に関わる部品や改善の提案、受注を増やす

廃棄物の管理の検討を継続して行う

廃油の外部への流出防止

仕掛棚のチェック

I グリーン購入

梱包資材の管理（利用可能な状態の整理、整頓）

H 発注ミス
加工手配漏れのチェック

D 事務作業のムダの削減

A 二酸化炭素の削減

B 水使用量の削減

2

端材管理（利用できる状態に整理、整頓）

対象箇所

節水意識向上施策

水道蛇口、配管、溶接器冷却水ホース　水漏れ点検

対象設備 責任者

1 空調フィルターの定期清掃

C 作業のムダ削減

環境活動項目

-

b
空
調

動線のチェック（歩く場所にモノを置かない）

a
社
用
車



2022年7月１日～2023年6月30日

基準期間

2019年度

基準値
目標

削減率
目標値

実績
削減率

実績値 評価

㎏-CO2 26,493 -1.5% 26,096 9% 28,917 ×

kWh 30,379 -1.5% 29,923 12% 33,978 ×

L 3,771 -1.5% 3,714 -5% 3,574 〇

L 1,253 -1.5% 1,234 41% 1,762 ×

L 779 -1.5% 767.3 4% 812 ×

㎥ 15 -1.5% 15.0 -56% 6.7 〇

産業廃棄物 t 10,799.0 -1.5% 10637.0 -12% 9,486.5 〇

一般廃棄物 kg 309.0 -1.5% 304.4 -17% 255 〇

㎥ 148 -1.5% 145.8 8% 160 ×

kg 7.13 -1.5% 7.0 -100% 0.0 〇

件 5 増加しないこと 5 - - ×

件 19 -1.5% 18 - - ×

件 5 - 5.0 - 5 〇

＜評価と是正措置＞
×　原因

評価

×　原因

評価

〇　原因

評価

×　原因

評価

〇　原因

是正

○　原因

評価

×

評価
今後

7-1

取り組みを実施できていない。

改善の見込みもないため、来年度以降は、取組自体を再検討する。品質クレーム管理について
は、運用できており、一定の効果があった。発注ミス管理と品質クレーム管理の両輪で行う必要
があるので、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　来年度以降は、品質クレーム管理
も一時中断し、方法を検討とする。

＜備考＞削減比率は、目標値に対する削減量の割合である。 評価　〇：目標達成、×：目標未達成

原因を調査中

8月、2月の使用量が大きいが、原因が不明なため、来年度チェックしていく。

大掛かりな在庫処分、設備廃棄が無くなったため

5Sが進んだことにより、無駄な在庫の処分や大掛かりなレイアウト変更が無くなり、一時的な産
業廃棄物の発生が無くなった。材料の在庫を低減し、受注後に材料を発注する仕組みが浸透し
たことにより、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　廃棄する量がすこしづつ低減できている。

シンナー使用中止の継続

シンナー使用停止を継続で来ている。新しい洗浄剤もPRTR対象外であることを確認後に購入す
ることができている。

売上増加による使用量の増加

売上高と設備稼働時間は比例していると考えている。冬期の作業環境改善のための灯油使用
は、制限を緩めているので、使用量が増加している。

トラック使用量の増加

運搬がトラックに集約しているので、増加しているが、ガソリンの使用量が減少している。運搬を
集約しているため、時間のムダは排除できており、今後増加し続けないように注視していく。

温水の使用を低減できた。

昨年度、無駄に温水を使用していたため、本年度は”少し気を付ける”レベルの取り組みを行っ
た。給湯器の電源を適宜OFFし、意図せず温水を使用することを減らすことができた。

電気
灯油

水道

二酸化炭素排出量

①運用期間の環境目標の実績　

７、環境経営目標の実績とその評価
次年度の環境経営目標

運用期間

2022年7月１日～2023年6月30日項目 単位

　前年同期実績をベースに、運用期間の実績・評価 を以下に示す。

化学物質使用量

電力

軽油

廃棄物排出量

灯油

都市ガス

内訳

ガソリン

②次年度　環境経営目標　次ページに記載

発注
ミス

化学
物質

軽油

水使用量

都市
ガス

環境に配慮した社内改善

産業
廃棄物

品質クレーム

発注ミス



基準年度

目標削減率 目標値

㎏-CO2 30,446 -0.25％ 30,370

kWh 33,978 -0.25％ 33,893

L 3,874 -0.25％ 3,864

L 1,762 -0.25％ 1,758

L 812 -0.25％ 810.0

㎥ 6.7 -0.25％ 6.7

産業廃棄物 kg 9486.5 -0.25％ 9,462.8

一般廃棄物 kg 255.0 -0.25％ 254.4

㎥ 160 -0.25％ 159.6

kg 0 使用量ゼロ 使用量ゼロ

件 5 +50％ 8

＜備考＞

1．

2．

3． 本年度より、「環境に配慮した社内改善」を「環境に配慮した活動」に変更した。

基準年度

2022年度（実績） 2023年度 2024年度 2025年度

㎏-CO2 30,446 -0.25％ -0.5％ -0.75％

電力 kWh 33,978 -0.25％ -0.5％ -0.75％

ガソリン L 3,874 -0.25％ -0.5％ -0.75％

軽油 L 1,762 -0.25％ -0.5％ -0.75％

灯油 L 812 -0.25％ -0.5％ -0.75％

都市ガス ㎥ 7 -0.25％ -0.5％ -0.75％

産業廃棄物 t 9,487 -0.25％ -0.5％ -0.75％

一般廃棄物 kg 255 -0.25％ -0.5％ -0.75％

㎥ 160 -0.25％ -0.5％ -0.75％

kg 0 使用量ゼロ 使用量ゼロ 使用量ゼロ

件 5 +50％　8件 +100％　10件 +150％　13件

＜備考＞

１．

7-2

内訳

廃棄物排出
量

水使用量

化学物質使用量

環境に配慮した活動

「購入電力」の二酸化炭素排出係数は、東京電力（2021年度）調整後排出係数の「0.456㎏-CO2/kWh」を使用した。

２．短期・中期の環境目標

環境目標は、2019年度を基準年とした基準年比で示す。

項目 単位
削減率等

二酸化炭素排出量

廃棄物排出
量

水使用量

化学物質使用量

環境に配慮した活動

「購入電力」の二酸化炭素排出係数は、東京電力（2021年度）調整後排出係数の「0.456㎏-CO2/kWh」を使用した。

昨年度まで取り組んでいた品質クレームと発注ミスは、適切に運用できていないため、取組から除外することになった。

二酸化炭素排出量

内訳

電力

ガソリン

軽油

灯油

都市ガス

7-2、次年度の環境経営目標

１．運用期間の環境目標 2023年7月１日～2024年6月30日

項目 単位

運用期間

2022年度
2023年7月１日～2024年6月30日



取組期間

1 専務 〇
取り組みを続けることができている。
環境負荷低減だけではなく、業務効率化につながっている。

継続

専務 △

依田 〇

依田 〇

社長 〇

鈴木郁 〇

鈴木郁 〇

小澤 ×

2 鈴木郁 △

3 社長、鎮守 〇

1 鎮守 〇

2 鈴木（宏） 〇

3 小松 △

1 内田 〇

2 鎮守 〇

1 鎮守 〇

鎮守 〇

鈴木（貴） 〇

3 石和 〇

4 全員（専務） △

1 鈴木郁 〇

2 鎮守 〇

1 森野、相磯 〇

2 依田 〇

3 鈴木（貴） 〇

1 松尾 〇

2 鎮守 〇

3 鎮守 〇

4 鎮守 〇

5 鎮守 〇

1 専務 〇

2 大川、鎮守 △

3 鈴木郁 〇

1 社長、専務、鎮守 ×

2 社長、専務、鎮守 ×

1 鈴木郁 〇 取り組みを続けることができている。 継続

1 社長、鎮守 〇〇〇
リユースに関する案件を多数受注することができている。
間接的ではあるが、環境改善に大きな貢献ができていると
考えている。

再検討

1 鎮守 ×

2 鎮守 〇

＜備考＞

1 評価判定
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b
空
調

1 空調フィルターの定期清掃

設定温度を下げない工夫（扇風機など）

○（良くできた）・△（まあまあできた）・×（できなかった）・‐（実施が見送られた）

８、環境経営計画に基づき実施した取組内容・取組結果とその評価
次年度の環境経営計画

環境活動項目 評価責任者
今後

（次年度）

工場内温度の上昇防止対策

A 二酸化炭素の削減

a
社
用
車

行き先の共有（掲示板に行先を記載）
行き先掲示板の管理

2
社用車の点検（整理、整頓、窓ふき）
洗車、不具合箇所チェック

c
電
力

デマンドコントロールの監視、目標設定チェック

天井照明の不要箇所、未使用設備の電源OFF

コンプレッサー、配管のエア漏れチェック

B 水使用量の削減

水道蛇口、配管、溶接器冷却水ホース　水漏れ点検

節水意識向上施策

C 作業のムダ削減

5Sの継続実施

2 動線のチェック（歩く場所にモノを置かない）

廃油の外部への流出防止

油、化学物質の適正廃棄

仕掛棚のチェック

消耗部品、設備破損個所チェック

D 事務作業のムダの削減

コピー用紙の両面使用、メモ用紙への再利用

サーバー管理（フリーズ対策、バックアップ管理）

発注ミス管理

加工手配漏れのチェック

E リサイクルの推進

端材管理（利用できる状態に整理、整頓）

梱包資材の管理（利用可能な状態の整理、整頓）

有価物の分別、適正管理

F 環境負荷物質の削減

産廃・一般廃棄物の管理

使用化学物質の使用量の把握、保管状態のチェック

廃棄物の管理の検討を継続して行う

J 環境製品に配慮した製品提案 環境改善に関わる部品や改善の提案、受注を増やす

K エコアクション21管理

上記活動の文書化のためのチェック書類作成

エコアクション掲示板の作成、管理

G 品質クレーム

クレーム件数（加工ミス、キズなど）の現状把握

測定工具、切削工具、その他工具の管理（見える化）

検査チェック図面の保存、管理

H 発注ミス

トラックや軽トラックのメンテンナンスを、
積極的に行う必要がある。

2023年6月下旬に屋上散水スタンド設置を行い、温度上層防
止対策に取り組んでいる。2023年度の環境経営レポートに
効果を記載する予定である。

取り組みを続けることができている。

1,2 再検討
他　継続

継続

取り組みを続けることができている。
節水弁取付を行った。

I グリーン購入 グリーン購入対応製品の購入

チェック表に関しては、取り組みを継続で来ていない。
”形だけ”のチェックになっているので、
来年度以降は取り組み中止とする。

継続

取り組みを行うことでできていない。
指摘に対しても、改善の見込みが無いため、
来年度以降は取組を再検討する。

取組方法
再検討

取り組みを続けることができている。

2022年7月１日～2023年6月30日

継続

コメント

継続

継続
充分とは言えないが、取り組みを続けることができている。
工場床の油付着も低減できており、工場美化にも
つながっている。

取り組みを続けることができている。
包材の再利用を個人レベルで行っており、
業務の効率化に寄与している。

継続

継続

取り組みを続けることができている。

取り組みを続けることができている。
データ管理を、サーバーからNASに変更した。
各PCのセキュリティ＋バックアップソフトを更新し、業務停滞
のリスク対策を行った。

継続

継続
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◆節水弁の取付

◆設備のオイル交換
油圧機器などのオイルを交換し、設備の稼働効率低下を防ぐ

◆有価物　廃棄物分別の徹底認 ◆省エネ機器への置き換え

節水意識の向上、水を出しっぱなしにしない

９、当 社 の 取 組 み　1
2022年7月１日～2023年6月30日

after

Before
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９、当 社 の 取 組 み　2
2022年7月１日～2023年6月30日

◆油の流出防止活動　継続

◆モノの置き方改善　継続
台車使用の促進、既存品の台車化

移動しやすい、掃除しやすい　→　作業効率アップ

社外 社内



１． 環境関連法規等の遵守状況

当社に適用される環境関連法規等の遵守状況を確認した結果、違反はありませんでした。

評価日 2023年8月1日
評価者 環境管理責任者　鎮守　則人

条項 遵守事項または規制基準 当社の適用及び対応 遵守結果

第5条 規制基準値の遵守 騒音の測定（市及び自主検査） ○

第6条 特定施設の届出 コンプレッサー：１台高速切断機３台 ○

第8条 特定施設の数等の変更の届出 変更無し 該当なし

第5条 規制基準値の遵守 振動の測定（市及び自主検査） ○

第6条 特定施設の届出 金属加工機械(液圧プレス） 該当なし

第8条 特定施設の変更等の届出 届出内容の変更無し 該当なし

第10条 浄化槽の保守点検及び清掃に実施 保守点検及び定期清掃の実施 ○

第10条の2 浄化槽の使用開始報告書の提出
使用開始から30日以内に県知事へ
提出

○

第11条
指定検査機関による水質に関する検
査の実施

法定検査の実施（１回／年） ○

第6条の2第6項
一般廃棄物の収集運搬業者への委
託処理

市条例の収集・処理基準の遵守 ○

第12条第2項 産業廃棄物の適正保管 保管基準の遵守、保管場所の表示 ○

第12条第5項 産業廃棄物の委託処理
収集運搬及び処分許可業者への委
託

○

第12条第6項
運搬又は処分を委託する場合の処
理基準の遵守

処理業者と契約契約書の締結 ○

第12条の3第１項 マニフェストの交付 ○

第12条の3第2項 マニフェストの保管 Ａ票、5年間保管 ○

第12条の3第6項 マニフェストの保管 B2、D、E票の5年間保管 ○

第12条の3第7項 マニフェスト交付状況の知事報告 6/30までに報告書提出 ○

第12条の3第8項
管理票写しの送付がない時の適切
な措置の実施

運搬又は処分業者からのD,E票の期
間内返却

○

第9条の4
少量危険物 及び指定可燃物の貯蔵
及び取扱基準

・市町村条例で定める
・指定可燃物：紙屑、プラスチック類
等

該当なし

第11条 指定数量以上の危険物保管の届出
指定数量以上の危険物の保管の消
防署への届出

該当なし

第13条
危険物の取扱作業に関して保安の
監督

危険物取扱者の設置 ○

第17条の3 消防用設備等の点検及び報告 消火設備の定期点検 ○

家電リサイクル法（特定家庭用
機器再商品化法）

第6条
特定家庭用機器廃棄物の収集・運
搬をする者等への適切な引き渡し、
料金の支払

指定家電廃棄時のサイクル料金の
支払

該当なし

第8条 使用済自動車の引渡義務

第73条
使用済自動車の引き取り業者への
引き渡し

リサイクル料金の支払（廃車時）

省エネ法（エネルギーの使用の
合理化に関する法律）

第4条
エネルギー使用量の合計が１，５００
Ｌ／年以上の事業者は届出

エネルギー使用量（原油換算地）の
把握

該当なし

第16条

冷凍空調機器：全ての第一種特定機器が対象
①自身での「簡易点検(３ヶ月に１回以上)」実施
電動機定格出力に応じ有資格者による「定期点
検」
②空調機（50kW以上）１年に１回以上
③空調機（7.5kW～50kW未満）３年に１回以上
④冷凍冷蔵機器（7.5kW以上）１年に１回以上

①企業・法人の管理者が確認

②、③、④
　有資格者による定期点検実施

○
①

第41条
第1種特定製品廃棄等実施者の引
渡義務

製品管理者のフロン類回収業者への
フロン類の引き渡し義務
簡易点検の実施（３ヶ月に１度）

○

その他 明電舎グリーン調達基準 RoHSリーチ規制 ○

沼津市条例
廃棄物の処理及び清掃に関す
る条例及び規則

第3条 事業者の責務 １月の平均排出量100㎏以下 〇

第52条 騒音基準の遵守義務 ○

第53条 騒音特定施設の届出
空気圧縮機（原動機の定格出力が
4kw)

○

第55条 騒音特定施設変更の届出 該当なし

第79条 振動基準の遵守義務 ○

第80条 振動特定施設の届出 金属加工機械(液圧プレス） 該当なし

第82条 振動特定施設の変更等の届出 該当なし

第82条 産業廃棄物管理責任者の設置 ○

第10条 委託先の実地確認と記録の保存 現地確認記録の保管 ○

環境基本法 第8条 自主努力義務、行政への協力 EA21の取組 ○

地球温暖化対策推進法 第5条 自主努力義務、行政への協力 EA21の取組 ○

循環型社会形成推進基本法 第11条 廃棄物の３R及び適正処理の推進 廃棄物の分別、行政への協力 ○

リサイクル法（資源の有効な利
用の促進に関する法律）

第4条
指定再資源化製品のリサイクルへの
協力（適正廃棄）

パソコン、小型二次電池等の廃棄時 該当なし

グリーン購入法（国等による環
境物品等の調達の推進等に関
する法律）

第5条
事業者の責務（国等の施策への協
力等）

物品の購入、借り受け等する場合の
環境物品等の選択

○

２． 違反、訴訟等の有無
　　　 当社に対し関係機関からの指摘、利害関係者からの訴訟や苦情は過去３年間ありませんでした。
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義務

廃棄物処理法（廃棄物の処理
及び清掃に関する法律）

静岡県産業廃棄物の適正な処
理に関する条例

消防法

騒音規制法

振動規制法

浄化槽法

静岡県条例

責務
・

努力

１０、環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無

法律・条例

自動車リサイクル法（使用済自
動車の再資源化等に関する法
律）

該当なし

静岡県生活環境の保全等に関
する条例

法令

法令

フロン排出抑制法（フロン類の
使用の合理化及び管理の適正

化に関する法律）



作成 2023年8月1日

確認

1 □

2 □

3 □

4 □

5 □ 特に問題ありませんでした。

6 □

7 □

8 □

株式会社栄和製作所

代表取締役　鈴木幸敏　　

変更の
必要性

1 有 ・ 無

2 有 ・ 無

3 有 ・ 無

4 有 ・ 無

5 有 ・ 無

6 有 ・ 無

11、代表者による全体の評価と見直し・指示

１
・
見
直
し
関
連
情
報

項    目 ：（必要に応じて評価・コメント記載）

エコアクション21文書 記録・文書として作成しました。

環境経営目標及び目標達成状況 軽油は未達

環境経営計画及び取り組み実施状況 継続して取り組みます

環境関連法規要求一覧及び遵守状況 記録に記載いたしました。

外部コミュニケーション・対応記録

問題点の是正・予防措置の実施状況 運用を続け、状況を判断します。

取引先、業界、関係行政機関、その他の外
部動向

継続して取り組みます

その他（                                 ）

２
・
代
表
者
に
よ
る
全
体
評
価
・
見
直
し
指
示

見直し項目 「有」の場合の指示事項等

環境経営方針

環境経営目標

2023年8月1日

その他（外部への対応）

3年間の環境目標期間が終了したため、
来年度は新たな中期目標を検討する。

環境経営計画
取り組みを中止する項目がある。
新しい取り組みを行うか検討中である。

環境に関する組織（実施体制含め）

その他のシステム要素 レポートの更新を検討中である。

本年度も、エコアクション21の取り組みを進めることができました。

本年度は、全体として、目標の未達が多く、”反省”の1年になったと感じています。

「記録に残る」活動を意識しましたが、上手くいかないところが多々ありました。

特に発注ミス管理など、運用できなかった取り組みがあり、来年度以降の見直し項目となりました。

5S活動、ボトムアップの改善提案など、とても有意義な活動を見ることができ、エコアクション21の定着に

成果を感じています。

一方で改善効果に対する停滞感や”慣れ”が出てきており、継続の難しさを実感した一年でした。

来年度は、前向きな気持ちで取り組める活動や全員で協力して行う取り組みを検討し、

継続して行うための土壌を見直して、再構築していきたいと思っています。



作成日：

訓練日

訓練日

環境上の緊急対策

〈緊急時対策〉

　想定される環境に於ける緊急事態について、環境への影響を最小限にくい止めること・内外への連絡を円滑
に行うこと・可能な範囲で事前に想定、準備すること。また、定期的にその訓練を行う。更に、緊急事態の発生
や、訓練の後、対応の評価と改善策を行う。

想定のパターン 想定される緊急事態 原因 対応策

作成者：鎮守　則人
2023年6月10日

パターン1　浸水被害
河川増水による浸水被害
設備故障や部材の破損

工場北川の増水

①雨量、水位データ確
認　　　②避難判断水位
到達　　　　　③パレット
置きの部材をテーブル
や作業台へ移動　　　④
吸水土嚢設置
⑤200Vブレーカー遮断

パターン2　消火訓練 火災発生 焼嵌め作業時、引火

①引火、火災発生
②ガス元栓、遮断
③消火器準備
④消火

想定される緊急時の状況 原因 対処・訓練等

2023/6/10
河川増水による浸水被害
設備故障や部材の破損

工場北川の増水
・対応策に基づいて訓練

　
参加者

全社員

※評価と改善策

対応策の通りに実施ができた。
近年、降雨による災害リスクが高まっているので、実際の動きを確認し、100％ではないが、
リスクを少しでも減らす見込みができた。対応策に大きな問題がないことを確認することができた。

想定される緊急時の状況 原因 対処・訓練等

参加者
全社員

※評価と改善策

対応策の通りに実施ができた。普段の作業の危険ポイントを確認することができた。
対応策に大きな問題がないことを確認することができた。

2023/6/20 火災発生 切削油発火

・対応策に基づいて訓練

訓練記録



作成・管理担当：

住所

連絡先

　環境コミュニケーション受付表

NO. 情報入手日 情報種類 通報者 通報方法 内容
回答の
必要性

対応内容

1 ／
対策

・
苦情

電話
・

メール
・

（　　　　）

必要・不要

2 ／
対策

・
苦情

電話
・

メール
・

（　　　　）

必要・不要

3 ／
対策

・
苦情

電話
・

メール
・

（　　　　）

必要・不要

4 ／
対策

・
苦情

電話
・

メール
・

（　　　　）

必要・不要

5 ／
対策

・
苦情

電話
・

メール
・

（　　　　）

必要・不要

6 ／
対策

・
苦情

電話
・

メール
・

（　　　　）

必要・不要

7 ／
対策

・
苦情

電話
・

メール
・

（　　　　）

必要・不要

必要・不要8 ／
対策

・
苦情

電話
・

メール
・

（　　　　）

環境上のクレームはありませんでした。


